
平成１８年度 橘リサイクルコミュニティーセンターの管理運営に対する評価について 
 

１ 指定管理者 

 

(1) 指定管理者 財団法人川崎市リサイクル環境公社（川崎市川崎区宮本町２番地２０） 

(2) 指定期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 

(3) 業務の範囲 ・再利用品展示・提供コーナー、実践コーナー、会議室等の管理運営に関すること。

・リサイクルを主としたカルチャースクールの企画・開催に関すること。 

・施設の利用許可、利用料金の徴収に関すること。 

・施設等の維持管理に関して必要なこと。 

・その他市が施設の管理運営に関して必要と認めること。 

 

 

 

２ 管理運営（事業執行）に対する評価 

 

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導 

 

(1) 管理業務の実施状況 

① 管理体制と人材

の育成 

 利用者へのサービス向上のため、施設の管理責任

者をはじめ事務・再利用担当職員が一丸となって、

市民が気軽に来館できるように心がけた。毎朝のミ

ーティング時に利用者の応接教育等の話し合いを

行い、円滑に管理運営を遂行した。 

 常に利用者への対応

について話し合い、快

適に過ごしてもらえる

ように取り組んでい

る。今後とも利用者が

気軽に来館できるよう

運営すること。 

 

 

 

② 施設・設備の維

持・管理に関する業務 

利用者の安全確保を優先した対応を念頭に置き、

日常の点検・管理を実施することにより、適正な維

持・管理を行った。なお、機器の定期保守点検につ

いては、専門業者に委託し年間を通し安定した維持

管理に努め、適切な運営を実施した。 

 

 

 

 

今後とも利用者の安

全を優先し、安心して

利用してもらえるよう

運営を行うこと。 

③ 危機管理 事故・災害が万一発生した場合に備え、救急薬品

の利用方法や防災訓練・避難誘導の訓練を実施し

た。 

 引続き訓練を実施

し、非常時にも適切に

対応できる体制を整え

ること。 

 

 

 

 

 

④ 利用者へのサー

ビス向上 

 平成１８年４月から、水曜日の休館を改め、年末

年始を除く通年開館とした。また、利用者の声を反

映するため、施設利用者へのアンケートを１月に実

施し、多くの市民に利用いただけるよう努めた。 

 

 

 

 利用者の意見を反映

させ、また利用したて

もらえるように市民活

動のサポートを行うこ

と。 



 

(2) リサイクルに関する普及・啓発活動等 

  

① リサイクル学習会等の開催 

講習会・教室 回数 参加人数 

廃食用油からの石けん作り学習会 22 回 1,251 人

牛乳パックからの紙すき学習会 22 回 1,255 人

古布のリフォーム教室 12 回 164 人

牛乳パック工作教室 11 回 141 人

廃木材の木工教室 12 回 169 人

余り布で小物作り教室 12 回 86 人

エコぞうり作り教室 12 回 218 人

夏休み親子リサイクル教室 2 回 71 人

出前体験教室 7 回 512 人

リサイクル問題講演会の開催 1 回 21 人

リサイクルバザーの開催 7 教室 300 人

 

② 「橘 RCC だより」の発行 

 目的：施設の活動状況とリサイクルへの意識啓発   

 発行部数：2,500 部 

 発行回数：年 2回 

 配布箇所数：市内 26 箇所 

 

③ リサイクルに関する市民団体等への支援活動及び参加 

 ア 生ごみ有効利用 EM ぼかし推進活動への支援 

対象：生ごみのリサイクルを実施している団体への支援 

   団体数： 1 件 年 6 回  

 イ 市民によるフリーマーケットへの出店 

   開催名：第 27 回あさお市（麻生区役所広場） 

   出店物：リサイクル品、手作り木工作品、エコぞうり、石けん等の販売 

 

④ 施設利用状況                     （人） 

  平成１８年度 平成１７年度 前年対比 

再利用品展示 

・提供コーナー
7,421 7,592 △ 171

学習室 1,593 1,509 84

会議室 2,140 1,985 155

実践コーナー 1,587 1,492 95

合計 12,741 12,578 163

 

⑤ リサイクル品出展数                                     

  平成１８年度 平成１７年度 前年対比 

出展数 517 点 510 点 7 点

入場者数 7,421 人 7,592 人 △171 人

応募者数 6,024 人 6,520 人 △496 人

平均倍率 11.7 倍 12.8 倍 △1.1 倍

 

⑥ 古布類持込量                        (kg) 

  平成１８年度 平成１７年度 前年対比 

持込量 3,615  － －

 

※ 平成１８年度から水曜日も開館 

 ごみ減量・リサイク

ルの取り組みを市民に

浸透させるため、リサ

イクル教室などを積極

的に実施している。ま

た、古着類を来館者に

提供するなど、新たな

サービスを開始し、利

用者の増加に向けて取

り組んでいる。リサイ

クル品については、平

均倍率も高く利用者に

好評であることから、

月１回の抽選回数を増

やすなど、利用者の増

加に向けて検討を行う

こと。 



 

(3) 収支状況 

ア 収入の状況      

  収入金額 

  ・事業収入        ８５９，４４２円

  ・指定管理料収入  １７，７９３，０００円

・雑収入           ８，９７７円

収入合計      １８，６６１，４１９円

イ 支出の状況 

  支出金額 

  ・事業費支出       ２０２，８７７円

  ・管理費支出    １８，３２４，６４９円

  支出合計      １８，５２７，５２６円

 ① 収支状況につい

て 

ウ 収支差額         １３３，８９３円

 事業の性質上、収益

を増加させることは困

難ではあるが、引続き

収支の均衡に努めるこ

と。また、利用者の増

加を目指し、サービス

の向上にも努めるこ

と。 

 

(4) その他 

 利用者からの意見を施設運営に反映できるよう、

アンケートの充実を図っております。また、対応可

能な意見については、早急に改善をしている。 

 利用者の意見を取り

入れ施設改善に取り組

んでいる。 

１ 再利用品の倍率が高い 

  市内在住の１８歳以上の来館者１人２点まで

の申込制としている。家族構成により当選確率が

左右される傾向があるので、運営委員会等で抽選

方法を検討する。 

 

 申込者に不公平感が

生じないよう、サービ

スの向上に努めるこ

と。 

 ① 利用者からの意

見・要望等への対応 

２ リサイクル学習は、雰囲気もよく楽しい 

  市民の日常生活における実践活動に繋がる第

一歩として、更に身近に楽しくできる教室の開催

に取り組んでいく。 

 利用者の意見を取り

入れ、参加したくなる

ような講座を開設する

こと。 

 ② 個人情報の保護  個人情報保護については、公社規定の要綱に基づ

き、一括保存し適正に管理している。個人情報は必

要最低限の収集に止め、保管・管理について十分配

慮している。 

 

 全職員を対象とした

個人情報保護に関する

研修を実施し、取扱に

ついて徹底すること。

 

 

３ 管理運営（事業執行）に対する全体的な評価 

 

 平成１８年度は、指定管理者制度導入の一年目であったが、リサイクル環境公社として長年培ってきた

施設運営のノウハウを活かし、市民を対象とした各種リサイクル学習会の開催や市内の小学校などで出前

体験教室を開催するなど、資源循環型社会の推進に向け積極的に運営がされているものと評価できる。 

 

 

４ 来年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等 

 

 ごみの減量・リサイクルを推進し、地球環境にやさしい持続可能な循環型社会を創れるよう、市民の環

境に対する意識向上を目指して今後とも効果的な事業活動を実施すること。また、利用者を対象にアンケ

ート調査を行い、市民ニーズの把握に努めるほか、サービスの向上に向けて取り組みを行うこと。 

 


